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1.  平成23年3月期第1四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日） 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、四半期純損失を計上しているため、記載しておりません。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第1四半期 269 170.9 △91 ― △94 ― △178 ―
22年3月期第1四半期 99 ― △146 ― △154 ― △125 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第1四半期 △3,665.58 ―
22年3月期第1四半期 △2,574.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第1四半期 773 3 △0.7 △103.25
22年3月期 1,068 169 15.1 3,297.38

（参考） 自己資本  23年3月期第1四半期  △5百万円 22年3月期  160百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ―
23年3月期 
（予想）

― ― ― ―

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

304 47.1 △115 ― △140 ― △138 ― △2,829.94

通期 399 △13.8 △167 ― △409 ― △198 ― △4,070.57
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(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期1Q 52,831株 22年3月期 52,831株
② 期末自己株式数 23年3月期1Q 4,049株 22年3月期 4,049株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期1Q 48,782株 22年3月期1Q 48,782株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等にについ
ては、四半期決算短信（添付資料）１ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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当第１四半期会計期間における日本経済は、平成20年秋からの世界的な経済の減速や急激な円高の

影響を受け、景気や企業収益の低下等の非常に厳しい環境下で推移してきており、引き続き先行きの

見通しは極めて不透明な状態となっております。  

  このような状況の中、当社を取り巻く環境についても、全体の景気悪化に伴う大手企業の予算削減

および個人消費の落ち込みの影響は大きく、また、前取締役３名による不正会計処理による過年度の

損益の訂正に係る営業活動における自粛、社会的信用の失墜の影響も多大なものであり、 企業向け・

コンシューマー向けともにシニアビジネスサポート業務全般に伸び悩む結果となりました。  

  一方で、当社の行うシニアビジネスサポート事業（会員を利用したシニア向け調査、シニア向け新

規事業の立ち上げ、シニア向け新商品・サービスの開発、シニア向け広告・プロモーションの実施、

シニア向けクリエイティブ制作、シニア会員組織の運営、シニア向け会員サイトの制作・運営、シニ

ア人材派遣等）は、他に競合のない独自のサービスとなっており、景気の影響は受けつつも底堅い売

上を確保しております。 また、投資育成事業においては、保有している営業投資有価証券の一部売

却により売上と利益を獲得いたしました。 

 しかし、監督官庁の調査により発覚した当社前取締役３名による不正会計処理を起因とする追加で

発生した費用として、訂正報告のための追加監査費用、外部調査委員会等の調査費用38,667千円なら

びに本社移転に伴う費用58,989千円、固定資産の減損損失12,306千円等の特別損失が発生いたしまし

た。 

以上の結果、当第１四半期の業績といたしましては、売上高269,889千円（前年同期比170.9％

増）、経常損失94,769千円（前年同期比38.5％減）、四半期純損失178,814千円（前年同期比42.4％

増）となりました。 

事業部門の業績を示すと、次のとおりであります。  

① シニアビジネスサポート事業  

 当事業部門におきましては、上記のとおり、シニアを対象とする他に競合の無い独自サービスとし

て底堅い売上を確保した一方で、大手企業からの広告・プロモーション関連業務については景気の影

響を受け伸び悩みました。  

 販売費及び一般管理費についても、様々なコスト削減施策の効果により、経常発生コストは低減し

ました。  

 この結果、売上高は96,690千円（前年同期比2.9％減）、営業損失は72,132千円（前年同期比42.3％

減）となりました。  

② 投資育成事業  

 当事業部門におきましては、営業投資有価証券の一部を売却したことにより、売上高は173,198千円

（前年同期は発生しませんでした）、営業利益は42,581千円（前年同期は9,547千円の営業損失）とな

りました。 

  

当第１四半期末の総資産は773,798千円となり、前事業年度末と比較して294,286千円減少いたしまし

た。  

 資産は、未収入金が48,072千円増加したものの、現金及び預金が60,685千円、保険積立金81,931千円、

営業投資有価証券が112,804千円、投資有価証券が24,584千円減少しました。  

 負債は、短期借入金が50,000千円、一年以内返済予定の長期借入金が16,300千円、長期借入金が78,350

千円減少となり、前事業年度末と比較して127,742千円減少いたしました。  

  

当第１四半期累計期間の業績は、概ね予想通りに進捗しており、平成22年７月29日に公表した平成23

年３月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報

(3) 業績予想に関する定性的情報
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棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

該当事項はありません。 

  

当第１四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

当社は、前事業年度において494,320千円の営業損失、205,271千円の当期純損失、当第１四半期累計

期間において91,441千円の営業損失、178,814千円の当期純損失と、継続的かつ大幅な営業損失、当期

純損失を計上しております。当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しています。 

 当社は、当該状況を解消すべく、平成22年６月11日から平成22年６月15日までに希望退職の募集を行

い、24名の人員削減を実行しました。また、本社オフィス移転を含め販売費及び一般管理費の42％程度

削減を行う予定です。加えて、主力金融機関との間で借入金返済条件の見直し交渉を進めるとともに、

当社事業とシナジー効果が見込める事業会社との業務提携及び資本提携を模索しております。  

 財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を財務諸表には反映

しておりません。  

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

 (1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前会計年度末に係る 要約貸借
対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 288,625 349,311

受取手形及び売掛金 45,353 65,709

有価証券 62,716 18,541

営業投資有価証券 157,521 270,325

商品 1,234 1,491

貯蔵品 226 248

未収入金 49,789 1,717

未収還付法人税等 728 723

未収消費税等 736 －

その他 12,441 10,510

貸倒引当金 △1,167 △1,676

流動資産合計 618,205 716,902

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 54,935 57,571

減価償却累計額及び減損損失累計額 △29,244 △29,173

建物及び構築物（純額） 25,691 28,397

車両運搬具 269 269

減価償却累計額 △256 △255

車両運搬具（純額） 12 13

工具、器具及び備品 36,454 38,099

減価償却累計額及び減損損失累計額 △30,293 △33,692

工具、器具及び備品（純額） 6,161 4,407

有形固定資産合計 31,865 32,818

無形固定資産

その他 186 186

無形固定資産合計 186 186

投資その他の資産

その他の関係会社有価証券 103,158 105,279

損害賠償請求権 236,606 236,606

その他 20,794 213,309

貸倒引当金 △237,018 △237,018

投資その他の資産合計 123,540 318,176

固定資産合計 155,592 351,181

資産合計 773,798 1,068,084
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前会計年度末に係る 要約貸借
対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 30,737 21,897

短期借入金 50,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 350,400 366,700

未払法人税等 3,958 5,202

繰延税金負債 － 4,024

ポイント引当金 11,412 11,464

その他 37,317 23,930

流動負債合計 483,826 533,218

固定負債

長期借入金 286,550 364,900

固定負債合計 286,550 364,900

負債合計 770,376 898,118

純資産の部

株主資本

資本金 1,419,872 1,419,872

資本剰余金 1,346,154 1,346,154

利益剰余金 △2,630,690 △2,451,876

自己株式 △96,892 △96,892

株主資本合計 38,443 217,257

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △43,479 △56,404

評価・換算差額等合計 △43,479 △56,404

新株予約権 8,458 9,112

純資産合計 3,421 169,965

負債純資産合計 773,798 1,068,084
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(2) 四半期損益計算書

【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 99,623 269,889

売上原価 130,938 234,819

売上総利益又は売上総損失（△） △31,315 35,070

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 115,635 126,511

営業損失（△） △146,950 △91,441

営業外収益

受取利息 22 34

受取配当金 503 －

その他 802 601

営業外収益合計 1,327 636

営業外費用

支払利息 4,231 3,128

投資事業組合運用損 4,208 818

その他 63 17

営業外費用合計 8,503 3,964

経常損失（△） △154,126 △94,769

特別利益

投資有価証券売却益 42,941 2,274

新株予約権戻入益 535 654

特別利益合計 43,477 2,928

特別損失

投資有価証券売却損 14,247 －

関係会社株式評価損 － 4,760

抱合せ株式消滅差損 2 －

減損損失 － 12,091

本社移転費用 － 58,989

保険解約損 － 10,558

特別損失合計 14,250 86,400

税引前四半期純損失（△） △124,899 △178,241

法人税、住民税及び事業税 675 572

法人税等合計 675 572

四半期純損失（△） △125,574 △178,814
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日

 至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △124,899 △178,241

減損損失 － 12,091

減価償却費 1,154 952

本社移転費用 － 58,989

保険解約損 － 10,558

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,273 △509

ポイント引当金の増減額（△は減少） △88 △51

受取利息及び受取配当金 △525 △34

支払利息 4,231 3,128

抱合せ株式消滅差損益（△は益） 2 －

投資事業組合運用損益（△は益） 4,208 818

投資有価証券売却損益（△は益） △28,693 △2,274

関係会社株式評価損 － 4,760

新株予約権戻入益 － △654

売上債権の増減額（△は増加） 31,108 20,355

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 4,676 124,571

たな卸資産の増減額（△は増加） 395 279

未収消費税等の増減額（△は増加） 17,019 △695

その他の流動資産の増減額（△は増加） 4,757 △194

仕入債務の増減額（△は減少） △11,822 8,840

未払消費税等の増減額（△は減少） － △2,821

その他の流動負債の増減額（△は減少） 6,365 10,189

その他 △499 17

小計 △88,334 70,078

利息及び配当金の受取額 525 34

利息の支払額 △4,016 △3,127

不法原因給付受入益 140,953 －

不法行為に基づく資金の流出 △195,300 －

法人税等の支払額 △3,421 △1,029

営業活動によるキャッシュ・フロー △149,593 65,954
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日

 至 平成22年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △13,388 －

投資有価証券の売却による収入 213,651 27,252

有形固定資産の取得による支出 － △11,821

無形固定資産の取得による支出 － △270

敷金及び保証金の差入による支出 7,887 △32,213

敷金及び保証金の回収による収入 － 7,954

保険積立金の積立による支出 △12,578 －

保険積立金の解約による収入 － 71,373

投資活動によるキャッシュ・フロー 195,572 62,274

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000 50,000

短期借入金の返済による支出 △730,000 △100,000

長期借入れによる収入 300,000 －

長期借入金の返済による支出 △86,300 △94,650

配当金の支払額 △8,744 △72

財務活動によるキャッシュ・フロー △425,044 △144,722

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 △17

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △379,069 △16,511

現金及び現金同等物の期首残高 794,617 367,852

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 8,328 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 423,877 351,341
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当第１四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

当社は、前事業年度において494,320千円の営業損失、205,271千円の当期純損失、当第１四半期累計

期間において91,441千円の営業損失、178,814千円の当期純損失と、継続的かつ大幅な営業損失、当期

純損失を計上しております。当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しています。 

 当社は、当該状況を解消すべく、平成22年６月11日から平成22年６月15日までに希望退職の募集を行

い、24名の人員削減を実行しました。また、本社オフィス移転を含め販売費及び一般管理費の42％程度

削減を行う予定です。加えて、主力金融機関との間で借入金返済条件の見直し交渉を進めるとともに、

当社事業とシナジー効果が見込める事業会社との業務提携及び資本提携を模索しております。  

 財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を財務諸表には反映

しておりません。  

  

当第１四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 該当事項はありません。 

  

(1)事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第1四半期会計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題は、次のとおり

であります。  

 当社前取締役山崎伸治、同渡部正教及び同馬谷尚利の3名の不法行為により、過年度決算の訂正を

行わざるを得ない状況に至りました。  

 当社は、この事態を極めて重く受け止めるとともに、深く反省し、社内全体のコーポレートガバ

ナンスの強化、組織風土の改善策を講じ、ステークホルダーの皆様の信頼回復に全力で取り組む所

存です。このように、株式市場の信頼を損ねたことについて深く反省し、今後このような事態を二

度と繰り返さないよう一層の社内体制の充実に努めてまいります。  

 また、追加で発生した監査費用、不法行為に基づく当社資金流出等に関する前取締役3名の損害賠

償責任の追及に関しまして、裁判所に仮差押えの申請を行い、前取締役３名に対し裁判所より仮差

押の通達が成されております。なお、引続き損害賠償請求に関する訴訟の手続きを進めて参りま

す。  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

4. 補足情報
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